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麻

論

叢

第
十
五
巻

第
六
號

(畑
巻
鮨
九
十
讐

大
正
十

一
年
十
二
月
膝
行

訓
言涌

叢

相
続
税
に
於
け

ろ
特
殊
累
進

に
就
㍉
、て

耐

戸

正

雄

.

.
緒

言

(本
研
究

の
目
的
)

ラ

ラ

ラ

ラ

第

一
段

從
來
認
め
ら
れ
れ
ゐ
相
練
税
の
特
殊
累
進

(↑
相
縦
税

ド
於
け
る
從

來
の
特
殊
累
進

、
い

一
般
ω
H
本

に
於
け

る
特
例
捧
相
繍

の
種
類

に

よ
る
も
の
ろ
家
族
員
た
奪

香

ピ
に
よ

る
も

の
、
二
累
進
課
税

の
意
義
V

ぐ

ラ

ラ

ひ

第

二
段

新
し
く
認
め
ら

ゐ
べ
き
相
続
税

分
特
殊
累
進

(
一
相
続
税

に
於

57

ろ
新
し
音
特
殊
累
進

の
支
持
鮎
及
其
説
明
偉
其
支
持
貼
出
真
理
由
仁
新

(

し
き
特
.殊
累
進

の
蛮
行
方
法
)

結

論

(
全
文
の
要
目目
)
.

、

緒

言

今

の
租

税
は
給
付

能
力

に
腐
す

る
課

税
ε

い
.ふ
事

が
根
底

ε
な
b

」
其
能
力

に
怨
す

る
爲

め
に
累
進
率

を
出

来

論

叢

相
続
税
に
於
げ
ろ
特
殊
累
進
に
就
看
て

第
十
五
巻

(第
⊥ハ號

こ

七
九
五

馬



論

叢

相
緞
帳
に
於
げ
る
特
殊
累
蓮

に
就
毫
て

第
+
五
巻

(第
六
胱

二
)

七
九
六

得

る
だ
け
廣
一
採
用
す
る
こ
ε
竺

般
に
承
認

さ
る
・
所
で
あ
る
、
之
を
孚

ふ
入
ぱ
あ
る
け
れ
ざ
も
其
は
少
数

に

過
ぎ

ぬ
。
少
.敷
意

見
必
す

し

も
下
澣
ぐ
し
限
ら

撮
が
、

私

ご
し
て
は
通
鉱
を
奉

じ
て
居

り
、
ま
だ
之

を
愛

読
す

る
の

必

要
を
認

め
諏
。

た

∫
此

累
推

が
性
質

⊥
、
何

視

に
も
適
用

さ
る

、
窪
い
ふ
こ
ぜ
は
出

来
す

、
其

の
適

用

の
出

来

の
税

の
少
ら

諏
所

で

め
る
。
就
中
、
交

通
枇
に
属
す
.る
も
の

＼
如

き
は
其

で
あ

る
が
、
恰

か
も
相

緬
税
な

ご
は

共

例
外

ご
も

い
ふ

べ
く
、
む

し
ろ
累
進

の
適
用

さ
れ
得

る
代
表
的

の
も

の
で
あ
り

藏

こ

、
而

か
も
其
が
他

の
累
進

適

用
可
能

の
視

よ
り
も

一
〕贋
畏
く
適
用

さ
れ

、
即
ち

二
重

に
も
適
用
せ
ら
れ

て
、
最

普
通

の
累
推
}た

る
從
量
累
進

嘘

い
ふ

べ
き
相
糟
財
産

の
大

さ

に
依

る
累
進

の
み
な

ち
す

、
礎
質

累
進

ご
も

い
ふ

べ
き
、
相
細
入

ε
被
相
細
入

ε

の
間

の
親

等

に
よ
る
特
殊

な
る
累
進

も
が
適
用

さ
れ

て
居

る

(註
二
〕
。
其
事
は
今
日

ま

で
學

読
膏
際

共

に

一
般

に

承

認

し
て
居

る
こ
ご
で
、
別

に
取

り
立

て
、
詳

し
く

論
争

る
程

の

こ
ご
で
は
な

い
が
、
私

は
爺

ね

て
此
相
糟
視

に

つ
い
て
は
其
他

に
も
累
進
課

税
適

用

の
飴
地

あ
b
ご

考

ふ
為
所

で
、
嘗

て

一
た

び
之

を
説

い
た
所

で
は

め

砺
け
れ

ご
」
も
、
其
説
明
簡

に
過

ぎ
て
不
十

分
に
戚

†
る

に
よ

b
、
之
を
補
充

し
た
く
も

め
り

、
且

つ
其

後

の
研
究

に
よ
b

常

時
考

へ
及
ば

な
か

っ
た
新

し
き
支
持
黙
を
も
得

た

か
ら

、
其
を
獲
表

し
た
く
も
あ
り
、
弦

に
此

丈
を
作

る
も

の

で
あ
る
。

(駐

一
V例
之
、
ヘ
ッ
ケ
ル
ーエ
、
交
逋
税
に
比
例
の
適
用
範
園
で
あ
る
が
、
例
外
に
相
籔
税
で
、
此
F
て
に
以
前
よ
り
-
相
債
人
の
被
相
縄
入
に
封
ず

ゐ
親
叢

の
距
讐

よ
り
、
住
直

し
衰

相
欝

産
の
大
さ
緊

っ
て
選

蒙

行
-・
れ
蒼

い
ひ
、
グ
ル
ン
・
エ
ル
も
容

易
に
讒

し
得

1)拙 著 、 組 置 研 究 第 一 巻 、344、 以 下 、

,
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恥

べ
き
理
由

・
り

.
累
遙

ば
量
見
く
人
税
編

綴
穐
な
込

め
て
)
に
於
て
貴
行

ぜ
し
む
ミ
い
ふ
。

〔醜
二
)
前
山

ヘ
ッ
ケ
ル
参
順
・
、侮
ほ
彼
11
・
累
進

の
三
の
適
用
根
櫨
が
確
定
ゼ
ら

る
㌔
。

】
は
租
税

物
艦

の
大
さ
に
エ

ろ
分
級
、
そ
し
て
此
が
通
例

で
め
ゐ
。次

に
租
税
物
鮭

の
組
成
に
よ
う
分
級

(宿
幕
所
得

の
重
繰
)
、及
終
り
に
圭
親
的
動
機

に
蕊
ゐ
分
級
(
相
綾
硫

に
於
け

ろ
親
等
に
よ
る
累
進
)

・・
い
㍉

私
雀

鎮

準

・
い
ふ
た
の
掻

の
馨

た
第

一
の
も
の
で
脅

・其
の
第
二
第
三
に
從
纂

普

い
ふ
べ
き
で
あ
・
・ぞ

廣
缶

質

累
進

・・
い
へ
ば
此
外

に
、
漕
費
税
に
於
け

ろ
累
進
、
橿
渦
所
得
醗
、
土
地
叉
は
財
産
滑
慣
栓
に
於
σ
ろ
所
得
叉
は
塘
慣
の
割
合

に
雁
す

ろ
累
進
・

相
続
殺

・ト
於

げ
ゐ
上
記
以
外

の
累
進
も
あ
ろ
。

.

第

一
段

従
来
認
…め
ら
れ
た

る
相
縛
…税

の
特

殊
累
進

ラ一
相
続
椀

に
於
け
る
從
來
の
特
殊
累
進

(
珊

一
般

一

從
家
相
績
税
に
て
は
相
緬
財
産
の
大
さ
に
依
る
普
通
の
累
進

の
外

に
、
親
等
の
遠
近

に
よ
る
特
殊

(
累
進

が
行

は

れ
て
居

り
、
又
其
が
學

問
上

に
も
廣

く
承

認

さ
れ

て
居

る
(諸
王
)
。
而

か
も
此

は
決

し
て
新

し
い
産
物

で
は

な
く
て
、
餓
程
言

い
昔

か
ら

し
て

の
串
で

み
る
(註
四
)。
其
説
明
ば

叉
能

力
原
則

か
ら
し
て
十

分
附

く
。
大
な

相

穫
財
産

を
相
続

す

る
者
は

、
小

さ
な
相
綾
財
産

を
承

臠
す

る
者

よ
り
も

、
其

よ

り
し
て
税
を
挑

ふ

に
就

い
て
戚
.

ず

る
所

の
苦
痛

が
割
合

に
小

で
あ
り
、
随

ふ
て
叉
能
力

は

一
層

大
こ

い
ふ
こ
ε
が
出

来
、
大
相
続

財
産

の
柑

頼
看

に
小
相
檀
財
産

相
齪
者

よ
り

も

一
暦

高
き

馨
を
課
す

る

を
歪
當

ε
す

る

」
ご
、、
な

る
。

そ
し
て
同
額

の
相

続
財
産

に
て
も
親

等
の
近

き
者

は
其
遠

き
者

よ
り
も

之
を

相
続

す

る
に
就

き
.
其

を

一
層

多
く
當
然
な
り

ご
す

る
誘
が
あ

り
(註
五
)、
随

ふ
て
之

よ
り
し
て
税
を

携

ふ

に

つ
き

一
層

多
く

の
苦
痛
を
戚

じ
、
随

ふ
て
天
北

に
封

し

】
層

輕

さ
税

論

叢

相
続
税
に
於
げ
ろ
特
殊
累
進
一ト
就
看
て

第
十
五
巻

(第
六
號

一じ

七
九
七

`

2)
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論

叢

相
続
税
に
伏
げ
ろ
特
殊
累
進
に
就
き
て

第
十
五
巻
.
(第
臥ハ
號

四
)
.
七
九
八

率
を
適
用
す

る
を
至
當

`
す

る
こ
ε

に
な

る
。
或

は
此

後

の
種

類

の
累
進

に
劃
し

て
は
、
其
承
織
す

る
権

利
が
近

親

者

に
て
も
遠
親

者

に
て
も
同

一
也

ピ
い
ふ

こ
ε
で
反

封
ず

る
人

も
あ

る
が

〔註
六
∀.
此

は
あ
ま
り

に
形
式
的

皮
相

酌

の
見
方

で
、
義

務
者

の
心
理
的
主
観
的
状
態
を

看
過
す

る
も

の
で
め

る
。
探

る
こ
蓬
を
得
ぬ

。

(註
ヨ
〉
ヘ
ソ
完

前
出
蓮

及
二
、
参
照
。
術
ぽ
彼
に
別
の
鹿
に
て
相
続
税
の

蒔

徴
11
親
等
に
よ
る
累
進
・、駕
し
、
フ
グ
ナ
ー
も
、
相
綾
視
の
高

さ
に

、
第

一
に
親

等

に

よ
り

、

第

二
に
相
続

財

産
部

叉

に
遺

産

の
絶
対

の
大

さ

に
よ

つ
て
定

む

べ
き

も

の

ε
掬

し
、

γ

エ
フ

レ
ー

・

シ

エ
ー

ラ

ー

、
エ
ー

ベ
ル

ヒ
、
ロ
ッ
ツ

、

バ
ス

テ
ー
ブ

ル
等

凡

べ
て

同
様

の
こ

ξ
々
説
き

、
ラ

ウ

、

コ
ン
ラ

ー

ド
、

コ
ソ
サ

、

パ

リ

ユ
i

、

ウ

エ

ス
}
等

す

べ

幻

て
此

税

に
於

け

る
親

等

分
級

の

正
當

な
設

(
、

(註

脚
)
シ

エ
ー

ル
に

目

ふ
。
羅

馬

の

γ

ウ
グ

ス
ッ

ス
帝

の
御
世

の
相

続

税

が
既

に
親

等

ド
よ

っ

て
租

税
義

務

の
相
違

な
作

サ
、

後

世

の

に
之

に
倣

ふ

め

た
の
マ
あ

る
ミ

鼻
直
面
、
シ
エ
ー
ラ
ー
に
、
親
等
に
依

る
分
級
が

「
般
の
槽
割
白
畳

に
滴
ふ

ざ
い
ふ
て
居

る
が
、
同
趣
旨
に
締
す

ゐ
。

ヘ
ッ
ケ
ル
も
、
相
続
人
が
非
親

族
者
な
佑
こ
き
に
匡
、
財
産
が
直
系
鼻
臨

へ
締
し
た

ζ
き
ょ
り
も
・
所
得
戒
形
分
化

の
上

へ
の
、
財
産

増
加
の
影
響
は

一
曾
張

い
も

の
で
あ
る
。

純
経
済
上
よ
り
見
て
、
前
者

に
於
て
後
者

に
於
げ
ろ
よ
り
も

、
維
濟
力
が
蕾

に
絶
対
的

の
み
な
ら
ず
、
相
対
的
に
も

一
層
大

に
増
加

す
る
。
直
系

卑
騙

相
綾

に
て
11
、
財
産
滑
加
が
電
熱
既

に
豫
め
見
積
ら
ろ
㌧
。
此
外

に
家
族

に
關
係
す

ろ
累
進
牽

の
爲
め
に
荷
別

に
倫
理
的
根
櫨

が
め

っ
て
、

累
進

税
の
員
櫓
に
補
償
的
作
用
な
爲
す
。へ
く
、
家
族

員
の
扶
養
義
務
の
相
關
物
ε
し
て
現
に
ろ
ざ
い
ふ
。
其
他

工
1

ベ
ル
ビ
は
、
親

等
に
よ
ろ
税

率
の
分
級

に
被
相
綾
人

ミ
相
維
人

ミ
の
間

の
關
係
の
笥
疎
の
表
示
こ
し
て
辯
護

ぜ
ら

ゐ
ざ
寫
し
、

シ
ヤ

ル
は
親
等

に
よ
ゐ
相
縛
税
の
累
進
に
平
等

の

及
公
正
租
税
分
配

の
輩
純

な

ろ
要
求

ミ
し
て
現
に
ろ
ピ
い
ふ
。
何
れ
も
同
様

の
趣
旨

に
偏
す
o

肘
ル
グ
ト
が
、
財
産
滑
加

の
重
要

ば
異
っ
た
親
等
.ト
よ
っ
て
同
で
な

い
ざ
い
ひ
、
其

説
明

ミ
し
て
、
最
近
音
親
等
者
(
夫
婦
小
傷
)
に
家
族
主
の
死

に
よ

っ
て
、
其
家
族
虫

の
人
的
拶
働

改
能
力

障
よ
り
得

ら
れ
た
所
得
が
経
済

経
管

の
矯
め
家
族

の
方
便
&
り
除
か
ろ
る
だ
げ

に
て
、
往

々
に
し

て

不
良

こ
な
ろ
。
其
他

の
死
者

の
家

に
屈
し
た
人
に
ミ
リ
て
も
、
彼
等
に
締
し
六
ろ
相
綾
部
あ
ろ
に
拘
ら
す
、
其
経
済
地
位

の
不
翼
々
生
じ
得

ろ
ピ

亀
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,・

ゆ

い
ふ
が
、
此
で
に
相
綾
人
こ
被
相
籔
人

ぐ」
の
同
家
族

に
騙
す

ゐ
ご
否

ぐ」
、
被
相
続

人
に
人
的
所
得
の
あ
り
た

ろ
ご
否

ミ
が
夫
の
重
要
の
相
違

私
來

た
す

こ
ご
な
説
明
す
み
に
ば
足

う
が
、
廣
く
親
等

の
差
異
に
よ

ろ
重
要

の
相
蓮
旭
説
明
す

る
こ
ぐ」
に
出
來
な

い
。

〔註
六
)
7
ナ
ソ
ケ
ば
曰
く
、
最
近
親
者
の
.要
求
権

ば
、
よ
り
近
昔
者
の
な

い
ご
音
に
遠
親
者

の
も

つ
所
の
椛
利

ご
異

っ
た
軋
の
で
1工
な

ぜ
。
此

に
襟

利

の
品
質

に
相
違
11
な

い
。
或
者
が
或
権
利
な
も

つ
ぐ、
昔
に
、
他
の
者
が
其
内
容

の
品
質

に
於

て
異

ろ
祉
得

る
灌
利
な
有
た
淘
。
両
者
同

一
の
髄

利
な
も

つ
。
最
遠
親
等
者
値
最
近
親
者

遭
同

一
搬
利

な
も
つ
。
国
家
が
相
続
税
か
要
求
す
.る
定
き
に
に
彼
ば
或
者
心
弛
の
者

ご
同
様

に
扱
は
な
く

て
蛙

跳

・
磐

最
近
馨

窺

除
は
連
翹

の
牽

嘉

高

様
に
舞

茸

憂

い
㌔

ラB
日
本
に
於
け
る
特
例
一

ご
し
て
賎
上
記
二
の
も
の

、
外

に
、
家
督
相
纏
ε
遺
産
相
続

ご
に
よ
る
税
率
等
差

(

の

ε
、
相
続
入
が
被
相
綾
人
の
家
族
た
る
ε
香
色
に
依
る
税
率
等
差
ピ
が
あ
る
,
勿
論
此
後
者
の
加
味
は
不
十
分
で

は
め
る
が
、
兎
も
角
幾
ら
か
は
行
は
れ
て
居
る
。
叉
此
に
家
族
ξ
い
ふ
の
は
理
論
上
か
ら

い
へ
ば
事
魔
王
経
濟
上

の
家
族

で
あ
る
場
合
に

一
層
切
實
で
あ
る
け
れ
ご
も
日
本

の
税
法
で
い
ふ
の
は
法
律
上
戸
籍
上
の
で
あ
っ
て
、
説

ラ

明
の
徹
底
し
薫
頗
る
嫌
は
あ
る
。
い
そ
し
て
前
者
に
臆
す

る
税
率
等
.差
は

一
の
特
殊
累
進

こ
も
い
ひ
得

べ
き
も
の

(

で
あ
り
、
相
縞
の
.種
類

に
よ
る
累
進

ご
い
ふ
べ
き
も
の
で
め
る
。
此
は
日
本
の
特
殊
な
る
柑
緬
制
度
の
結
果
で
、
斯

か
る
差
等
課
税
を
寫
す

の
は
家
督
相
緬
随
ふ
て
家
の
制
度
を
保
護
す
る
所
以

ご
い
ひ
得

る
。
併

し
純
能
力
原
則
よ

り
し
て
も
、
家
督
相
繧

の
場
合
に
は
遺
産
相
続

の
場
合
よ
り
も
、
相
緬
人
に
於
て
其
粗
糖
を
當
然
ε
す
る
念
が

一

層

撒
く
、
視
に
よ

っ
て
威
す

べ
き
苦
痛

が

一
層

大
ε
認
む

㎡、
き
で
あ
る
か
ら
此
差
.等
課
税
を
常
盤
遭
い
ふ
ご
ε
に

ラ
　

辯
解
し
得
る
り
此
は
日
本

の
特
別
の
で
あ

っ
て
、
夫
の
親
等
累
進
の

一
攣
畿

こ
も
い
ひ
得
る
。
ろ
第
二
種
の
税
率

(

論

叢

相
綾
税
F
於
げ
ゐ
特
殊
累
進
に
就
音
て

第
+
孟
巻

(第
六
號

五
γ

七
九
九

」

6)Scholer,a,a.O.S.77,Hecke】,a,a.O .S.422..3.1こhcberg,a.a,0、S.Y5.
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1

論

叢

相
綴
硫
に
於
け
る
特
殊
累
進
に
就
看
て

第
+
五
巻

(第
六
號

六
ど

八
O
O

等
差

も
亦

、
親
等
累
進

の

一
攣
種

ご
も

い
ひ
得

る
も

の

で
、
最
親

し
き
者
は
自
ら
家
族
員

で
あ

る
こ
ご
が
多

く
、遠

親
者

は
然
ら
ざ

る

こ
ご
が
多

い
。
た

貰
必
す

し
も
常

に

撚
り

ε
は

い
ふ

べ
か
ら
す

し
て
、
最
近

き
者
却

て
非

家
族

員
π
り
、
遠
親
者

が
家
族
員
た

る
こ
ご
も

め
る
が
、
兎

に
角

同
親
等
者

に
て
家
族

磯
た

る
場
合

蓬
然

ら
ざ

る
場
合

ε
を
生
す

る
。
此

場
合

に
於

て
家
族

員
た

る
も

の
に
在

っ
て
は
其

経
済
が
相
綾
人
被

柑
綾
入
共
通

で
、
被

相
綾

人

の
死
亡

の
爲

め
相

続
人

の
地
位

ば
落

つ
る
こ
ε
あ
り

ε
も
別

に
臭
く

は
な
ら
す

、
随

ふ
て
家

族
員

た
ら
ざ

る
相
綾

人
の
経
済
上

の
地

位

の
、
相

緬

に
よ
b
確

か
に
向
上
す

る
ε
比

し
て
.、
租
税
給
付

に

つ
き
て
の
苦
痛

は

一
層
大

に
、

給
付
能

力

一
層

小
ε

い
ふ
こ
ε

に
な

る
。
尤
も

日
本

の

場
合

の
如

く
戸
籍

上

の
家
族

員
ε
否

ε
に
て
厩
別
す

る
の
.

で
あ
れ
ば
り

此
に
右

の
説

明
に
依

る
を
得

の
。
其

は
軍

に
家
族

員
は
然
ら
ざ

る
者

に
比

し
相
続
を
當

然

`
す

る
の

念

一
層

強

し
ご
見

て
差

等
課

税
を
籍
す

ご
解
す

べ
き
で

め
る
。

或
は
外
囲

に
て
親

等

に
よ
る
累
進

を
否
定
し

、
其

代
り

に
相
続

八
が
従
来
被
相

綾
人

の
事
實

上

の
家
族
眞

た
り
し
や
否
や

に
よ
b
て
累

進
裸
視

を
熾
す

べ
し
ε
の
論

が
あ

る
〔註
七
)。
其
親

等

に
よ
る
累
進
を

否
認
す

る
の
は

過

ぎ
て
居

る
け
れ
こ
も
、
家
族
員

た
り

し
や
否
や

に
よ
り

差
等
課
税
す

る
こ
ε
の
皿
一貫
な

る
こ
ε
だ

け
は
争

は
れ

撮
。

(註
七
)
グ
ル
ン
ッ三

ル
は
目
ふ
。
親
等
に
依
ろ
累
進
に
辯
護
ぜ
ら
れ
な
い
。
勿
論
近
き
相
継
人
ば
妨
産
怨
懣
例
共
力
し
て
得
、
且
つ
既
に
死
者
の
存

命
中
に
共
愛
し
、
随
っ
て
相
籔
の
薦
め
ば
に
濾
親
者
の
如
く
爾
く
給
付
能
力
あ
ろ
も
の
こ
な
ら
な
い
。
随
て
叉
、
累
進
が
家
計
に
徳
風
し
た
・、ピ

に
係
ら
な
く
て
ば
な
ら
ず
し
て
、
親
等
に
係
ら
な
い
ご
い
三-
こ
定
が
示
さ
ろ
ざ
。

コ
累
進
課
税
の
意
義
-

説

い
て
此

に
至
る
ご
累
進
課
税
の
意
義
を

一
言
す
る
を
通
常
ご
思
ふ
。
既

に
相
続
税

《

10) GrUntze】,a.a.0.S.「1.



に
於
け
る
相
横
財
産

の
大
さ
に
よ
る
以
外
の
差
等
課
税
を
も
累
進

ε
駕
す

ご
き
に
、
累
進

の
意
義
は
、
夫
の
所
得
、

鑑

贋
謀

藻

準
の
大
・
に
　

て
税
率
藁

加
す
る
も
の
蕊

ふ
べ
き
で
は
な
く
て
・
廣
く
或
課
税
羅

に

射
し
て
増
進
す
る
所
の
築

を
課
す
・
も
の
痛

し
な
を

は
な
畠

(註
八
)。
私
石

段
箱

雑

の
累
進
を
説

で

も

亦

た

此

置

き
意

味

に

於

て

ゴ

あ

る

。

.
・

(誰
人
)
試

み
に
叢

著

の
累
進

の
定
義

々
分
類
し
て
示
さ
う
・

ラσ
農

虚

輩

探
、
あ

勢

禁

此
藻

・
所
・
里

な
・
あ

一

麗

擢

・
射
し
鍵

す
ろ
所
の
稚
額

課
す
う
も
の
こ
す
る
も

の
。
1

例
之
、

ζ

,
レ
占

人
彙

蓋

の
下
・
、
羅

標
讐

鍵

す
・
所
の
馨

餐

婁

識

す
ろ
も
の
象

攣

寫

し
、

ユ

コ

ン
ド

ル
セ
ー

も

、
課
税

偵

値

の
比
例

以

上

に
提

げ
ら

ろ
㌧
税

ミ
爲

す
d

②
薯

　

轟

く
、
羅

擢

の
大
さ
・
　

て
霧

畜

㌍

・
あ

手

・
あ

・
1

砦

轟

碧

羅

で
め
う
が
・
此
見
罪

ら

往
、
ε
、
私
。
徒
輩

進
、、
い
ふ
の
ぱ
〔雷

註
二
参
照
)糞

誉

で
も
い
ふ
　

外
・
い
・例
之
・ガ
ル
・
〒

ば
書

此
が
羅

選

の
重

さ
ε
昔

、
比
例
以
上
急

速
』
.側め
ら
ろ
ミ

を
、彙

導

あ
ミ

い
ひ
、
・
ヤ
ル
ー
・
に
・素
養

の
下
に
・墾

が
羅

標
準
憲

極

じ
垂

化
。
、
あ

、し
爲
し
、
.
・
チ
・
、
贋

・、羅

す
べ
畜

あ

割
合
が
・
灘

餐

欝

加
案

つ
憂

隼

ゐ
ξ

経

が
羨

で
。
ろ
・、
・
ひ
、
・
イ
マ
ン
黛

灘

・
嚢

藺

有
・
・
鼻

圃
套

…

発

ち
・
第

一義
で
縫

禁

霧

者
の
全
財
産
各

肌
得
の

大
定
な
。
よ
り
も
肩

多
義

め
ら
ろ
㌧
が
如
き
あ

、
.第
二
義
で
播

の
鍵

の
大
・
に
よ
晶

筆

{H岡
む
る
あ

養

す
・
そ
し
三

ッ

。
ル
.の
恕

、纂

進
捨

て
は
所
得
財
変

量

通
農

の
識

・・共
に
黎

轟

化
し
・
婁

ば
減
誓

い
ふ
が
・
測
量

に
て
最

善

三
の
適
糧

馨

り
・、
い
ふ
て
、
從
質
釜

奄

認
め
て
居
・
(藍

註
二
奉
照
).
グ
ル
…

ル
k

愚

建

養
し
て
医
療

馨

準
の

交
換
鰹

の
上
ろ
ご
共
に
募

套

上
・
忌

・窺

ば
を

い
ふ
て
居
・
が
・
別
の
譬

話

鍵

ご
姦

料

(窪

蓋

磐

多
く
の
も

の
髭

張

。
)
.、で
も
、
品
質
、
昌

評
定
管

よ
・
穀

緊

掻

馨

の
種
・
な
・
雛

の
給
付
能
書

灌

叢

ら
れ
得
き

い
ふ

て

居

る
q

論

叢

相
続
税
ド
於
け
る
特
殊
累
進
に
就
き
て

第
十
玉
巻

愈
蜀
犬
號

七
)

入

0

[

}騰澱 灘欝 盤 轍1

司



論

叢

温
舞

楽

け

鼻

蛮

書

就
き
て

筆

霧

(第
、ハ
號

、

八
Y

入

・
二

錬

導

べ
き
覆

の
大

・・
な
う
に
從

っ
て
税
率
食

む
る
も
の

手

う
も

の
ー
ー

例
之
、
彦

プ

ラ

メ
。

ハ
は
、
租
税
累
進

の
本
質
.に
、

(
異
り
た

ろ
高
さ
の
所
得

が
其
算
術
的
相
違
の
畢
純
な

ゐ
割
合

に
て
救
課
税

に
6一
か
れ
す
、
併

し
滑
加
す
ろ
所
の
所
得

の
高
さ
が
比
例
以
上

・ト
大

ε
な

る
所

の
租

税

能
力

な

意
賦

す

う
だ
げ

、
其

れ

だ

け
急

速

に
上

ろ
所

の
、税

率

に

て
課

税

に
引

か

る

㌔
…

」
に
存

す

ぐ
」
い
ふ
。

更
ら

に

ボ
ル

グ

註

・
儲莚

邸
b
二
暦
高
き
所
甦

割
合
三

脚
専

課
す
う
も
の
・・
い
ふ
。
併
し
彼
芝

琵

か
に
解
し
て
、
明
か
な
形
で
は
累
進
姪

だ

直
擁

に
雀

・
δ

讐

』
・
間
雛

で
も
、
宴

羅

の
糞

品
、
隠
っ
て
特
に
彦

、素

馨

階
級
の
壼

纏

、四
諦

上

鏡

く

課
ぜ
ら
を

…
に

一

て
齋

寛

出
ぼ

」い
ふ
て
盾

、
・
劣

レ
も
、比
例
又
に
累
進
の
羅

呈

、、し
て
所
得
讐

て
考
察
に
來
る
、

假
令
此
が
其
他
の
直
接
税
及
多
少

は
間
接
税
に
て
』
、
特

に
煙
草
專
壷

に
於
け

ろ
最
上
等
葉
巻

の
高

音
課
税
に
エ
り
て
可
能
で
勘

ゐ
ぐ、も

ピ
い

ひ
「
バ
ス
テ
ー
ブ
ル
τ
も
、

一
方
ぐ
に
黒
八進
税
と
は
所
得
が
滑
加
す

る
に
從

っ
て
税
率

舟
一荷
く
す

ろ
凡
べ
て
の
艦
係

ん
合
一む

ご
い
ふ
て
店

う
け

お

れ

ご
も
、
之
ん
普
通
の
意
味
の
累
進

ご
爲

し
て
、
別

に
相
綾
税
に
於
け

ろ
親
等

に
エ
ろ
累
進

な
認
む

ろ
所
で
あ
る
。

の
霧

者

の
財
産

の
を

な

・
感

・
て
璽

々
高
む

・
も
の
・、
一

あ

、
1

例
之
、

・
・
サ
の
墾

。
彼

旨

く
、
其
測
定
が
財
産
の
相

違

異

に
・
各
箇
の
猛

が
財
産
の
滑
加

す
・
よ
り
上

敷

か
.な

・
割
倉

垂

加
す
う
が
如
.募

法

景

、異
り
張

形
さ
ろ
.、
き

に
.
税

均

ん
↓累

進

ぐ
」
い

ふ

、、㌔

第

二
段

新

し
く
認

め
ら

る

べ
き
相
続
税

の
特

殊
累
進

つ
相
綾
視
に
於
け
る
新

し
き
特
殊
累
進

の
支
持
黙
及
其
説
明

(
A⇒
其
支
持
黙
i

私
漿

ね
て
相
親

の
累
進
は
従
来
の
だ
票

、甘

ん
ず

べ
き
も
の
で
な
い
薯

へ
て
居

、
。

く
從
來
-
相
続
枇
に
っ
き
普
通
の
累
進
に
甘

ん
ぜ
す
し
て
、
相
絞
入
綾
相
続
人
の
親
等
關
係

に
よ
る
其
を
も
考

へ
、
虜

莚

ん
で
裂

の
難

や
、
親

人
が
霜

葉

の
家
籍

り
し
や
潭

管

で
も
考

へ
。
奪

課
税
す
る
。
ε

'

1}1)Umprenl〕ach,Fw・S・169・

ユくartεLb王e,1.c.p,305,～95・

此.1)しoゴ5a,a.a.0.S.61.
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、
な

っ
た
の
は
何
れ
も
確

か
に
給
付
能
力
に
慮
す
み
上
に
適
切
な
こ
ご
で
は
あ
る
が
、
併
し
未
だ
共
以
外
に
も
考

慮
ず

べ
港
も
の
が
あ
り
、
特

電
中

に
は
其
以
上
重
要
な
支
持
黙
さ

へ
あ
る
こ
ご
を
無
視
す

る
の
は
遺
戯
で
あ
る
。

即
ち
相
綾
人
の
瞥
利
能
力
の
有
無
大
ル
、
相
繧
人
の
所
得
及
財
産
状
態
、
相
続
人
が
被
相
続
人
の
家
族
た
り
し
場

合
に
被
相
続
人
が
人
的
所
得
を
擧
げ

つ
＼
あ
り
た
り
ゃ
否
や
及
其
大
小
、
同

一
の
場
合
に
相
纏
人
が
其
家
族
の
楼

利
に
参
加
し
π
り
し
や
否
や
及
其
大
小
、
此
四

の
も
の
も
亦
、
相
続
椀
に
於
け
る
給
付
能
力
に
差
等
を
生
せ
し
む

る
原
因
で
、
之
に
よ
り
て
累
進
課
税
を
計
謁
す
る
の
理
由
が
あ
る
。

ラω
其
理
由
-

第

一
、
相
綾
人
の
智
利
能
力
の
.有
無
大
小
ε
い
ふ
こ
ご
は
其
他

同

一
事
情

の
下
に
同

[
額
相
続
財

廃

を
承
織

し
花
も

の
に
於
け

る
給
付
能

力

に
大

小
を

生
せ
し
む

る

一
の
原
因

ε
な

る
。
相
続

人

の
螢
利

能
力

の
人

な

る
場
合

に
は
、
其
小

な
る
場
合

又
は
之
な

き
場
合

よ
り
も

、
其
相
続

財
産

よ
り

一
層
多

く

の
利
益

を
纂

ぐ

る
こ

ε
を
得

る
の
見
込

が
み
り
〔註
九
)
、
共

の
爲

め

之

よ
り

し

て

穐

を
拙

ふ
に

っ
き
威
す

る
苦

痛

は

㎜
雇

小

い
傾

が
あ

る
。
殿

ふ
て
給

付
能

力

一
層
大

ε

い
ふ
を
得

る
。
尤

も
詳

し
く
.い
ふ
ε
、
彼

が
凡

べ
て
の
相
綾
財

薩
を
投
資

に
充

つ
る
ご
俵
寇
す

る
ε
、

一
方

に
は
智
利
能
力
人

な
る

も

の
に
て
臨
此

財
産

よ
り
し

て
智
利
能
力

小
な
る
者

よ
与
も

一
層

大

き
な
所
得

の
得
ら

る

へ
見
込

が
あ
り
、
随
て

】
層
多

く
の
税

を
彿

ふ
て
も
良

い
所

の
飲
粥

を
有

ち
、
比
熱

か
ら

は
累
進

課
税
を

至
當

こ
も

い
ひ
得

る
が
、
併
し

其
反
面

に
恰

か
も
斯

か
る
見
込

め

る
の
故

に
智
利
能
力
人

な

る
人
は
其

の
新

に
育

つ
こ
ご

、
な
り
た

る
相
続

財
産

を
、
特

利
能
力
赤

ば

る
人

よ
り
も

】
暦
重

一
見
積

り
.
之
よ

論

叢

相
綾
挽
に
於
げ
ろ
特
殊
異
進
に
就
き
て
.

第
†
五
巻

(第
六
號

九
)

入
〇
三

」

■



論

蜘

相
練
曾

於
げ
・
持
蛮

書

就
き
で

第
+
選

(第
六
號

一
。
)

合

阿

り

税
を
出
す

に

つ
き

一
属
人
な
苦
痛

を
威
す

る
ご
も

い

へ
る
。
師

ち
投
資

を
假
廻

し

て
は
彼

是
れ
考
合

せ
て
特

に

、

累
進

に
及
ぱ
す

、
む
し

ろ
比
例

で
澤
出

ご

い
ふ
こ
ε

に
も
な

る
。
併

し
相

綾
巻
は
其
得

た
る
相

続
財
産

を
必
ず

凡

べ
て
投
賃

に
充

つ
る
ご
は
限
ら

囲
。
.彼

は
之
を
直
ち

に
清
爽

に
充

つ
る
こ
・し
も
出

來

る
し

、
又
投
資

に
充

て
た
物

に
て
も
其

よ
り
生
す

る
献盟
得
を
消
費

に
充

つ
る
こ
・迄
を
得

る
。
即

ち
此

相
綾
財
〔産

を
直

接
間

接

に
消
{賓
に
充

つ
る

こ
ご
を
得

る
。

そ
し

て
彼
が
此
消
費

の
方
を
考

へ
て
相
続

財
産

を
評
慣
す

る
ε
話
は

、
叉
投
資

は
所
詮
自

目
的

で

な
く
て
手
段

で
あ

り
、
消
費

の
方

が
む

し
ろ
主
要

な

目
的

ご
淋

る

べ
き
も

の
ε
す

る
ご
き

に
、
塗
膜
上

、
=
暦
大
な

る
飴
裕

を
持

ち
得

べ
き
特
利
能
力

人
な

る
者

に
て
は

、
其

小
な

る
者

よ
り

も
視

に

つ
き
威
す

る
苦
痛

が
む

し
ろ
多

少

・し
も

一
層

小
な

る
も

の
蓬
見

る
を
安
富

ε
す

る
。

第

二

船
他

の
事
情

同

一
ε
し
て
相
続
人
が
別

に
既

に
凋
立

の

所

得
を
擧
げ
猫
自

の
財
産
を

有
ち

た
b
や
否
や
及
其

大
小
如
何

ε

い
ふ
こ
ぜ
も

が
相
続
財
産

に
劃
す

る
相

続
者

の

威
知
を
攣
化
せ
し
め
る
・
彼
が
此

の
如
き
物
を
持
ち
而

か
も
大
な
も
の
を
有
ち
砦

場
合

ほ

、
其
然
ら
ざ
る
場

合

し
比
し
税

に
よ
・り
受
ぐ
、る
苦
痛

が

一
層
幌
く

、

一
層

大
な
質
権

を
寫
し
得

る
(註

{
o
)。
即

ち
相
綾
人

に
し
て
凋

自

の
財
産

が
あ
り

大
な

所

得

が
あ
る
な
ら

ば

.
相

綾
財
産

の

如

き
は

別

に

當

て

に
せ
す

し
て
も
能
く
「生
活

し
得

右
・
此

か
ら
大
な
枕
が
取
ら
れ
た
か
ら
蕊

ふ
て
大

に
困
ま
を

い
ふ
こ
ε
で
は
な

い
。
然

る
に
彼
が
無

一
物
無

所
得
の
場
合
に
椿

欝

産
は
彼
量

り
て
は
生
存
上
の
絶
勤
必
要
方
慎
で
、
之
よ
り
撃

出
す

・
忌

非
常
な

喜

・
を

も
な
る
・
尤
も
些

つ
い
て
も
投
暮

・心
饗

撞

著

、
.累
進

の
醗

が
六

つ
か
し
ぐ
な
る
。
大

"



「

な
濁

自

の
所
得

を
有

っ
者

が

小
な
其

を
も

つ
者
よ
b
も

、
受

取

る

べ
き
相
纏
財
産

に

つ
い
て

一
層

高
く
見

積

る
か

も
知

れ
な

い
。
併

し
今

日

一
般

に
行

は

る

、
所

得
累
進

課
税

を
甚
超

し
、

且

つ
給

付
能

力
よ
り

し
て
之

を
説
明
す

る
の
見

解
を
探

る
ご
す

れ
ば

、
此

場
合

に
も
大
所
得
者

に
於

て
は
小
所

得
者

よ
り

も
同

一
視

に
て
も
多
少

・し
も
割

合

に
輕
一
威

せ
ら

る
ご
解
す

る
外
な

い
、
そ
し

て
私
は
此

柏

槙
人
の
所

得
財
産

の
有

勲
大
小
、
其

は
日
本

で
行

ふ

ぜ
し
て
は
所

得

の
大
小

に
依

る
外

な

か
ら
う
が
、
其

に

よ
り
て
相
綾

税
率
を
攣

化

さ
す

〕
.近
は
是
非
行

は

猛
く

て

は

な
ら
臓

こ
`

、
思

ふ
。
粗

積
悦
の
累
蓮

ξ

い
へ
ば
従

孫
は
、
相

綬
財

匪
の
大

小
や
親

等
の
遠

陳

に
重

さ
を
憶

い

た
け

れ
こ

も
、
相
細

入
自
身

の
所

得

の
大

小

ε
い
ふ
こ

ざ

に
も
此

`
謝
等

の
重

さ
を
認

め
な
一

て
は

な
ら

距
。
實

際

に
於
て

も
此
相
綾

人
自
身

の
経
済

上

の
地

位
ε

い
ふ

こ
ご
が
相
纏
財
庵

"
射

し
、
及

之
に

つ
き
彿

は

る

、
所

の

挽

に
謝

し
て

の
評
定

に
於

て
は
非

常

に
大
な
關
係
が

あ

る
。

之
を
相

當
重
く
見

て
良

い
。
そ

し
て

一
河

か
ら
見

る

ざ
相
続

人

は
被
相

緬
人

の
経

済

に
属

し
、
彼

濁
自

の
所

得
を

も
だ

ぬ
こ
ε
が
多

い
か
ら

、
.其
適
用

が
少

く
、
格

別

之

を
問
題

ε
す

る
に
も
及
ば

楓
や
う

で
も
あ

る
が
.
併

し
又
他
方

か
ら
見

る
`
文
化

が
進

み
分
業
が
盛

ε
な
り

交

通

が
自
由

に
な

る
ε
、
人

々
が
親

の
慮

に
て
親

の
経
済
.の
下

に
臆
す

る
こ
ε
は

少
く

な
り
、
益

々
多

く
濁

立
の
経

済

を
立

て
濁
自

の

所

得
を
も

つ
こ
ε

に
な

る
。
其
故

に
此

事
は

將
來

釜
、々

重
要

な
る

支
持

黙

ξ

な

る

べ
き
で
め

る
。
そ
し

て
此

を
考
慮

す

る

こ
ε
は
絹
綾

税

に

つ
い
て

屡

々
行

は
る

＼
所

の
通

脱
狛
矯

正
す

る
こ
ε
に
も

な
る
り

其

鳳
他

日
佛

ふ

べ
き
相
綾

撹

を
兎

る

、
爲

め
に
、
親

が
子

の
名

に
て
財
産

を
買

入
れ

て
椴
く

こ
ε
を
妨

ぐ

こ
・し
に

論

叢

矧
細
視
に
於
け
る
特
殊
累
進
に
就
看
て

第
+
五
巷

(第
六
號

一
コ

入
Q
五

"



イ

論

叢

粗
紙
枇
に
於
げ
ろ
特
殊
累
池
に
就
き
て

第
+
五
巻

〔第
六
號

一
二
)

八
〇
六

も
な

る
。
此

も
財
・産
の
種
類

に
よ
り

て
は
叉
其

子
が
丁

年
以

下
の
も
の
で
も
あ
れ
ば
、
贈

與

の

一
種

で
な

い
か
ε

恒
星
を
附

け
て
税
法

二
十
三
條
を
適
用
す

る
こ
ご
も
出

家

る
が
、
其

子

が
既

に
丁
年
以
上

ご
も
な

っ
て
居

る

ご
此
.

を
適
用
す

る

こ
ご
は
難

く
、

つ
ひ
適
脱

ε
知
り

つ
＼
見

逃

が
す
外

な

い
こ
ε
に
な

る
。
然

る
に
相
続
人
宿
身

の
所

得
歌
態

を
見

て
茸
ハ人
な

る
も

の
は
小

な
も

の
よ
り
も
高

い
税
率

を
適

用

さ
る

＼
こ

ε
に
な
れ
ば
、
夫

の
方

法

に
よ

る
浦
脱

を
或

度
ま

で
不
利

ピ
す

る
.か
ら

、
之
を
行

ふ
こ

ご
が
少

く
な

る
。
第
三

に
は
相
続

人
が
被
相
続
人

の
家
族

た
り

し
場

合
に
被

相
続

人
が
人
的
所
得

を
擧

げ
た

る
場

合

に
は
、
被
相
続

人
が
之
を
擧
げ

な

か

っ
た
場
合

ε
比

し
、

被
相

緬
人

の
死

亡
階

っ
て
相

綾

に
よ

っ
て
相
続

人

の
経

済

上
の
地

位
が

一
層
低
下
す

る
こ
ε

＼
な

る
。
随

ふ
て
税

を
彿

ふ
に

つ
き

一
層
多

く
の
苦

痛
を
戯
す

る
。
師

ち
給

付
能
力

一
暦

小
な
り

ご
見

て
差

等
課
税

を
寫
す

べ
書
も

の

で
あ

る
(註

=

)
。
第

四

に
は
齎

し
く
相
続

人
が
被

相
練

人

の
家
族

な
り
し
場
合

に
相
綾
人

が
其
家
族

こ
し

て
の
瞥

利

に
参

加
し
貢
献

し
て
居

つ
穴
場
合

に
は

、
然

ら
ざ
る

場

合
に
比

し
て
相

繧
財
産

に
封
ず

る
滅
却

が
異
り
、
邸
ち

此

に
於

て
自

分
も

一
分
貢
献

し
て
居

る
ε

い
ふ
威

が
あ

り
、
随

っ
て
相
続

を
當
然

・し
考

ふ
る
威
知
が
強
く

、
随

ふ

て
は
又
之

に

つ
き
税

を
挑

ふ
に
於

て
威
す

る
苦

痛
は

一
層

大
き
く
、
給
付
能
力

一
居

小

ご
見

る

べ
き
で
あ
り
、
随

ふ
て
は
此

に
て
も
差
等

課
枕
を

爲
す

べ
き
も
の
ε

い
ふ

こ
ご

に
な

る
(註
】
二
)。

(註

丸
瓦

事
の

・
ン
ト
斐

ッ
ケ
ル
が
皿
ハ
へ
れ
。
彼
ば
日

(
・
相
維
叉
に
贈
畢

案

っ
て
生
す

る
財

産
り
積
極
的
増
加
す
ら
嘉

、
術
ぽ
密
な
致
し

た
所
の
繹
麟
(相
続

八
)
の
給
付
能
力
の
事
實

上
の
堆
加
度

に
つ
き
て
に
確
か
に
し
て
明
な

み
洞
察

な
許

さ
な

い
。
十
萬

マ
ル
ク
の
貸
方
か
有
ゴ
ろ

相
続
財
産
に
例
之
全
く
異

っ
た
方
法

に
て
具
膿

醐
貢
獄
方
々
な
増
加
し
得

ろ
。
用
心
深
者
利
殖
者
に
三
分
五
厘

の
不
動
産
抵
當
債
券
々
貿

っ
て
之

幽

響



「
.

`
.

騎　

か
静
か
に
投
資
す

み
け
れ
こ
も
、
堪
能
な

ろ
商
工
業
者
に
之

に
よ
り
て
其
瞥
業
な
披
躾
し
工
場

に
新
機
械
道
具
か
儲

ふ
ろ
こ
ピ
㌧
な

ろ
ミ
。

(註

一
〇
)
フ
ナ
ツ
ケ
が
普
通

ド
認
め
ら
ゐ
＼
相
縦
射

匪
の
大
さ
に
依

る
累
進

に
反
封
す

ろ
理
由

の
中
に
曲
事

の

し
ン
ト
が
あ

る
。
彼
ぱ
曰
く
、
大
な

へ

あ

相
綾
財
産
叉
ば
遺
産
が
常

ド
叉

は
少
く
こ
も
通
例

、
富
者

に
蹄
ず

う
な
ら
ば
、
且

つ
通
例
考

へ
ら
れ
及
要
求
さ
る
、
如
く
累
進

の
病

め
に
事
喪

の
.

性
質
よ
り
要
求
さ
れ
た

ろ

一
定

の
度
が
示

さ
れ
及
恣
意
が
排
除
ぜ
ら
ろ
㌔
か
得

ろ
准
ら
ば
此
も
尤
も
で
あ

ろ
。
け
れ
こ
も
累
進
税
ば
唯
だ
人
の
全

曲
阻
の
給
付
能
力

に
封
ず

ろ
關
係

に
て
の
一み
理
由
づ
け
ら
れ
る
こ
ε
が
出
来

、
且

つ
夫
の
前
提

が
脆
だ
偶

々
常

ろ
に
渦
心ぎ
な

い
か
ら

、
此
要
求

に
封

切

ず

ろ
正
賞
が
許
.さ
る
、
能
は
す

ぜ
。

濁
逸

り

一
.九

一
九
年
の
相
絨
秘
中
の
造
灌
取
得
税
が
此
趣
旨
為
採
用
し

、
本
税

の
外

、
相
継
人
が
相
緬
常
時

に
有

つ
財
産
の
慣
藤
に
慮
じ
て
附
加

税

を
課
す

る
こ
芒
」
し
た
。
財

産
税
の
未
だ
な
い
所
の
日
本
で
ば
此

に
依

ろ
こ

ミ
難
く
、
勢

ひ
所
得
の
大
小

に
慮
じ
て
之

心
行
ふ
こ
ざ
＼
な

ろ
べ

き
で
あ
ら
う
。

(註

一
ご

前
出
艶
五

ボ
ル
グ
ト
暴
照
。
爾

ア
ダ

ム
ス
ミ
ス
が
、
父
の
死
ぱ
彼

ご
同
家

に
生
活
す
ろ
が
如
き
小
供

に
ば
所
得
の
増
加
ん
伴
ふ
ご
定
稀
で

の

往

々
に
し
て
所
得

の
大
減
少

毒
性

ふ
ざ
い
ふ
は
此
場
合

な
拒
畢

。

(註

=

じ
前
出
註
七

グ
ル

ン
ソ

ェ
ル
参
照
。
荷
ほ

エ
ー
ベ
ル
ヒ
も
、
被

州
緻

人
の
家
庭

の
中

に
厩
し
其
勤
務
に
立
ち
た
る
人

々
へ
の
絹
綾
ぼ
有
利
こ

恥

ぜ
ら

ゐ
べ
き

も

の
で
あ
.み
こ

い
ふ

うニ
新
し
き
特
殊
累
進

の
貴
行
方
法
-

然
ら
ば
如
何
に
し
て
之
を
實
現
す

る
か
ざ
い
ふ
ご
、
第

一
の
相
綾
人

の
螢

(利
能
力

の
有
無
大

小
-し
い
ふ
こ
ご
は
出
凍

れ
ば
精

密

に
考
慮

し
π

い
け
れ
こ

も
、
租

税
技
術

よ
は
⊥
ハ
つ
か
し

い
。

で
此

は
精

々
瞥

利
能
力

め
る
普
通
人
を
本

位

ε
し
て
正
常

牽

を
定

め
て
、
瞥

利
能
力
な

き
未

丁
年
者

、老

年
者
、
不

具
癈

疾
者
等

の
場

合
に

】
定

の
宥
恕
を
行

ふ

ご

い
ふ
位

に
す

る

よ
り
外

な
い
。
其

も
あ

ま
b
大

し
π
宥

恕
を
行

ふ

こ
ご
は
考

物
で
、
鯨

り
此

が
太
く
な

る
ご
之
を
濫
用
す

る
の
弊
を
生
す

る
。

又
特

に
未

丁
年
者

の
如

き

に
は
間

力

論

叢

相
緬
枇
に
於
け
る
特
殊
累
進
に
就
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て
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十
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論
.
殻
.

相
続
挽

に
於
σ

ろ
特
殊

4
進

ド
就
き
て

第
十
五
岱

〔第
六
號

↓
四
)

入
○
入

磐
利
能
力
人
な
る
が
あ
-
、
丁
磐

毛

て
却

っ
て
其
乏
し
き
こ
ご
も
め
る
か
ら
、
大
し
た
差
を

つ
け
て
は
不
憂

卒

ε
な
る
、
特
利
能
力
の
有
無
は
其
れ
に
依

っ
て
多
少
斟
酌
せ
ら

る
、
が
、
其
大
小
の
方
は
六

つ
か
し
い
。
此
方
.

ば
次
ぎ
の
相
続
入
の
所
得
の
庭
で

一
糖
に
捕
捉
す
る
よ
り
外
仕
方
な

い
。
で
第
二
の
相
続
者
の
猫
自
の
所
得
の
有

無
大
小
は
所
得
.税
を
基
礎
こ
し
て
大
禮
之
を
知
り
得
る
。
之
に
よ
り
て
若
干
の
階
級
を
作
り
税
率
を
差
等
附
け
る

こ
・こ
、
駕
す

べ
き
で
あ
る
。
其
の
爲
め
視
牽
が
面
倒
ε
は
な
る
が
其
は
已
む
を
得
な
い
。
第
三
の
相
緬
人
が
被
相

続
人
の
家
族
た
り
し
場
合
に
被
相
繧
入
が
人
的
所
得
を
擧
げ
た
b
や
否
や
は
、
共
の
之
を
擧
げ
て
居
な
か
っ
た
場

合

に
正
常
翠
を
適
用
し
、
其
の
之
を

塞
げ
て

居
た
場
合

に

一
級
だ
け
牽
を
下
げ
て

適
用
す

る
位
よ
り

仕
方
が
な

い
。
精
密

に
い
ふ
ご
其
人
的
所
得

の
大
小
及
其
ε
相
続
財
産

ε
の
割
合
ま
で
も
考
慮
し
な
一
て
は
な
ら
阻
が
、
其

は
繁

に
堪

え
す
實
行
が
出
來
難

い
。
第
四
の
被
相
続
人
の
経
済
に
貢
献

し
π
や
否
や
ε
い
ふ
事
.も
、
精
密

に
い
ふ

ε
貢
献
の
程
度
、
其
貢
献

の
繕
綾
期
間
ま
で
も
考
慮

し
な
く
て
は
な
ら

ぬ
が
、
到
底
煩

に
堪
え
血
か
ら
、
相
綾
人

が
貢
献
し
た
ε
認
め
得

る
場
合
に
今

一
級
の
税
率
低
下
を
行

ふ
円
い
ふ
位
の
こ
芭
し
か
出
家
な
い
。
で
理
屈
ε
し

て
は
色
々
累
進
的
課
税
を
行

ふ
べ
き
も
の
が
多

々
あ
る
こ
ご
に
は
な
る
が
、
渚

て
之
が
實
現
ε
な
る
ε
.
む
し
ろ

宥
恕
事
項
ご
い
ふ
べ
き
も
の
に
過
ぎ
な
じ
こ
芭
に
な
る
嫌
が
め
る
。
が
兎
も
角
、
特
に
相
維
者
の
猫
自
の
所
得
の

.

有
無
大
小
だ
け
は
特
別
な
累
進
牽
を
工
夫
す

乃
こ
ざ
の
出
來
易

い
こ
毛

も
あ
る
か
ら
、
此
な
り
ε
も
別

薪

し

く
試

み
た

い
も

の
で
あ
る
。



結

論

.

要
之
、
相
続
視
は
累
進
を
行

ふ
.に
適
し
π
税
で
あ
り
、山
家
、相
縞
財
産
の
大
さ
に
依
る
普
通
の
累
進
の
外

記
、

親
等
に
よ
る
特
殊
の
累
進
も
行
は
れ
、
そ
し
て
我
邦
で
は
此
以
外
に
相
縞

の
種
類
、
家
族
員
ご
否
ご
も
が
累
進
の

支
持
黙
ε
な

っ
て
屠
る
が
、私
は
荷
其
以
外
に
も
能
力
原
則
の
適
用
ご
し
て
.
相
続
人
の
.特
利
能
力
の
有
無
大
小
、

其
濁
自
の
所
得
財
産

の
有
無
大
小
、
相
続
人
が
被
相
続
人
の
家
族
π
り
し
場
合
に
被
相
綾
人
が
人
的
所
得
を
有
ち

た
り
ゃ
否
や
並

に
相
続
人
が
被
相
綾
人
の
鞍
利
に
貢
献
し
た
り
や
否
や
及
其
大
小
ε
い
ふ
ご
ε
も
累
進
採
用
の
根

擦

ε
な
ぴ
.得
る
ご
思
ふ
。
併
し
之
が
實
行
方
法
ご
し
て
は
相
続
人
の
所
得

の
有
無
大
小
だ
け
が
特
別
な
る
税
率
工

.

夫
を
勧

め
し
む
る
こ
ご

、
な
る
が
、
他
の
も
の
は
其
々
正
常
牽
に
謝
す
る
宥
恕
の
程
産
に
し
か
行

へ
な
い
(蝕
一
三
)

.

電

(註

閣
一口じ
祁
繍
い枇

ド
飛
信
り
る
特
殊
累
進

こ
し
て
従
来
考

へ
ら
れ

π
も
の
が
今

二
つ
あ

る
。
相
鮪
…人
の
蓋
然
的
生
存
期

に
依

る
・も
の
ご
、
.前
相
繍
帳
よ
り

.

現
和
練

に
至
ろ
過
去

の
期
間
の
長
短
に
依

る
し
の

こ
で
あ
る
が
、
之
等
は
能
力
原
則
の
必
用

♂
し
て
考

へ
ら
れ
た
も
の
で
な
く
・
財
産
一兀
木
僅
蝕

の
危
阪
海
避
σ
ん
が
爲

め
に
考

へ
ら
れ
れ
も
の
で
あ

る
か
ら
、
輩

障
特

ト
…挙
げ
な
か
っ
た
。
耕
し
廣
く
論
ず
れ
ば
之
ん
も
翠
ぐ
べ
音
で
あ
っ
れ
で

あ
ら
う
。

論

叢

相
続
税
に
於
け

ろ
特
殊
累
進

に
戯
者
て

第
十
五
巻

(第
六
麗

一
五
)
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